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【目的】Man ・・マ ン ノ シダ
ー ゼはN 結合型糖鎖プ ロ セ シ ン グに 関与する酵

素で 、 Maiig．GlcNAc2（M 紬 勢 に作用 しα 1
，
2一マ ン ノー ス 結含を切断す る。

当研究室で は 、 MantWマ ン ノ シ ダー− ifを大腸菌で発現させ 、 種 々の 高マ ン

ノ ー ス 型糖鎖 に対する特異性 を調 べ た 1）
。 とこ ろが 、 このMang一マ ン ノ シダ

ー−ifにつ い て 酵素学的諸性質はまだ解明されて い ない た め
、 大腸菌を用

い て 組換えタ ン パ ク質 を精製 し、 そ の 性質を調べ る こ とを闘的 と した 。

【方法と結果】ヒ ト腎臓曲来の img ・マ ン ノ シ ダー ゼ cD 麗A を大腸菌発現 ベ

ク タrpET23b に導入 し、 こ れを用い て形質転換 した大腸菌を培養 し、 得

られた菌体か ら組換え体Mang一マ ン ノ シ ダー ゼ を精製 した 。 ピ リジル ア ミ

ノ （PA ）化 したオ リゴ糖を墓質 として 、 この 組換 えタ ンパ ク質の 活性に

及ぼす温度やpH の 影響 に つ い てffp　rcで 測 定 した 。 さ らに 、　Man9 を基質

とした ときの 反 応産物の 経聴変化 を調 べ
、 そ れ ら反応産物を も とに甑 蟄

か らMan5 まで の 分解経路を推測 した 。

1）藤山ら ；1997年度日本農芸化学大会講演要旨集 ， P・344（1997）
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　　　　　近年 ．歯周病 に罹患し 、 炎旋を起 こ し犧んだ歯肉を手鵆で 切除 し 、 歯根膜や鱸 蝴
歯槽骨、セメ ン ト質 とい っ た、歯周組織の再盈をね らっ た組織誘導再生療法が試み られ

る様にな っ たが、根薦 に逓接する未命化間葉緬胞がセメ ン ト芽細胞に分化 しな いため 、

歯根膜、歯槽骨が 完全 に篤盈するこ とが で 者な い 。 そ こで 、 本研究で は 、 歯根表薗の プ

レセ メ ン ト質か ら、 ヒ ト歯蜘線維警飆胞を走化さ世、歯周緯織の再症を誘導する物質を

精製し、賭性質を検酎 した e

【方法及び結剿 　　歯韓爾キ ュ レッ トで ウシ歯の プレセメ ン ト質を掻爬 し、 PBS（一一）に
て抽 出、KPLCゲル ろ過 にて 分箏蠱分画を行い 、 各分薩の ヒ ト麟肉線維芽細胞に対する

走化活性、TGF 一
β活性 、

　BSP瀁性を検酎 した 。 走化活性はVo領域 （勢子鬣63万以上）

分子蟹約57万 、27万 、 博 5 万 、 4．4万 、3．4万 の分薗 に聽 め られた 。 丁鐸 一β潜性は

18万 に、 BSP澑性は16．5 〜 亂4万 に認 め られた 。 プレセ メン ト質の PBS（一）抽出物申

には、↑GF β、
　 BSPとい っ た從来畳再鋭作用が認め られて い るサイ トカインが含蒙れ

て いたが 、 それ ら以外に飆胞走化性の 高い 物質が存柱し、他の サ イ トカイ ンな どとの ネ

ッ トワークで 細胞の 走化 、分化 に開与 して い 母 こ とが示 唆された。そ こで 、 V ◎領域 。 分

子 靂 約S7万 、 27万 の 分饑 にっ いて 、更 に、　 HP 』C臨イオ ン喪換 ．　HPしCハ イ ド髏 キ シ ア

パ タイ トで精製 した 。 これ らは 、 Western　bl◎tによ 夢、 既鋼の愚再 飽誘導鬮子で ある

BMP 、
　 BSPとは異なる物質で あるこ とが 確欝 された 。
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